
【成果と課題】
AIが異なる角度からデータ
を分析することで、従来の方
法では見落としがちな問題や
改善点を発見する可能性が高
まった。
▲AIが提供する考察はデー
タに基づくものの、学校現場
特有の文脈や背景、教職員や
保護者の感情を反映しにくい
場合がある。

校種 小・中 校務・教育 chatGPT,Gemini,Bing,copilot,みんなのコード,その他

活用場面 ①児童生徒に係る業務②学校行事③学校運営に係る支援④外部対応支援⑤その他

取組 学校評価の分析・考察２

【プロンプト】
本校の児童アンケートの結果
から、学校の強みと改善が必
要な課題は何か。改善が必要
な分野を特定し、その原因と
背景を考察して下さい。

生成ＡＩの回答ドキュメント

学校の強み
アンケート結果から、以下の点が特
に評価されています。
①先生のサポートと指導力
「先生は、わかりやすく授業をす
る」(平均○○）
「先生は、授業でわからないことを
丁寧に教えてくれる」(平均○○)
「先生は、いいことを褒め、悪いこ
とを叱る」(平均○○)
②児童の安全意識と生活習慣
「私は安全に気をつけて過ごしてい
ます」(平均○○)
「朝ごはんを毎日食べて登校してい
ます」(平均○○)
児童の学校生活への満足感
「私は、学校へ通うのが楽しい」(平
均○○)

改善が必要な児童課題
アンケート結果から、以下の分野に改善
の余地があると考えられます。
①生活習慣の定着
「早寝早起きができています」(平均
○○)
「学習用具の忘れ物がありません」(平
均○○)
原因・背景
家庭環境や児童の自己管理能力に影響さ
れている可能性。
保護者との連携不足や具体的な指導・支
援の不足が考えられる。
②休み時間の活用と準備
「休み時間に次の授業の準備を済ませる
ことができています」(平均○○)
原因・背景
児童の時間管理スキルが課題。
休み時間を十分に使えていない可能性が
ある。
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